







































































































































































































































































































































































































































































２ESD（Education for Sustainable Development）は「持続可能な開発のための教育」と訳されていたが、日本ユ
ネスコ国内委員会で、国内への普及促進を目指し、より簡単な名称である「持続発展教育」に変更された。
３「平成２０年版国民生活白書」では、「消費者市民社会」とは、個人が、消費者・生活者としての役割において、
社会問題、多様性、世界情勢、将来世代の状況などを考慮することによって、社会の発展と改善に積極的に参加
する社会、と定義している。
４「平成２０年版国民生活白書」１５９頁より
５「平成２０年版国民生活白書」第２－１－１図「消費者を取り巻く環境の変遷」より一部抜粋して作成
６「平成２０年版国民生活白書」７５頁より引用
７「平成２０年版国民生活白書」７７頁より引用
８「平成２０年版国民生活白書」７９頁より引用
９「平成２０年版国民生活白書」８１頁より引用
１０「平成２０年版国民生活白書」８１頁より引用
１１内閣府「社会意識に関する世論調査」（２００８年）より
１２「平成２０年版国民生活白書」３頁より引用
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